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５ 不等式①  

 

５ 不等式① 

(1) 127245 −>+− xx  

 

 

 

 

 

(2) )4(3)2(4 +−− xx ≦   

 

 

 

 

 

(3) xx 6.04.22.0 −<−  

 

 

 

 

 

(4) 64
4

25 ++
x

x
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(1) 3<x   (2) 
7

4−≦x   (3) 3<x   (4) 2−≧x   

 

不等式の性質 

[1]  BA < ， CB <  ならば  CA <  

[2]  BA <       ならば  CBCA +<+ ， CBCA −<−  

[3]  BA < ， 0>C   ならば  BCAC < ，
C

B

C

A <  

[4]  BA < ， 0<C   ならば  BCAC > ，
C

B

C

A >  

 不等式では，両辺に同じ負の

数を掛けたり，両辺を同じ負の

数で割ったりすると，不等号の

向きが変わる。 
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５ 不等式② [連立不等式] 

(1) 
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(2) 62342 +<+<− xxx   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

(1) 16 <− x≦     (2) 26 <<− x    

 

連立不等式 

いくつかの不等式を組み合わせたものを連立不等式といい，それらの不等式を同時に満たす x の

値の範囲を求めることを，連立不等式を解くという。 

 

 連立不等式の解法 

[1] それぞれの不等式を解く。 

[2] それらの解の共通範囲を求める。 

 

x  a  b  d  c  
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